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項 目 要   約 

１．研究の概要 本研究では、新型炉と現行炉共通の課題として経年損傷した原子力発電機

器の残存強度を非破壊評価する要素技術を開発するため、従来の技術では識

別の困難な開口幅の小さい疲労き裂の端部について、大振幅超音波を用いた

新超音波法を開発して識別可能にするとともに、全回折環を用いた小型の新

X 線計測技術を開発して原子力発電機器に適用可能な新超音波法と新X 線

計測技術を確立することを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）新超音波法の開発 

２）新X 線計測技術の開発 

３）新超音波法と新X 線計測技術の適用性の検証 

２．総合評価 従来の技術では識別困難な開口幅の小さい開口き裂の端部について、大振

幅超音波を用いた新超音波法を開発して識別可能にするとともに、全回折環

を用いた小型の新 X線計測技術を開発し、原子力発電機器に適用可能な新超

音波法と新 X線計測技術を確立した。 

き裂先端の検出法として実証がなされており、優れた成果をあげたと評価

する。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ａ


